






















はじめに 

母子相互作用を考える上で,その一方の主体である乳児の気質的特徴も重要な役割を果す

と考えられる。乳児の気質については,Thomasと Chess らの New York Longitudinal Stud

y(NYLS)がよく知られている。しかし,Thomas らは,資料収集の方法として親との面接を主

な方法としたために,これを臨床に適用するには,比較的長時間を要するなどの難点が指摘

されている。そこでCarey は,乳児の気質的特徴を比較的容易に評価するために,Infant T

emperament Questionnaire(ITQ)などの質問紙を作成した。我々は,Carey の質問紙の翻訳

標準化ならびに,これを参考にした行動様式質問紙（1～2か月児用)の作成を進めているが

,今回は,「1～2か月児用」及び「ITQ」を翻訳した「乳児用」について,一応の標準値を得

ること,および諸条件の違いによる,母親がみた乳児の気質的特徴に差がみられるか否かを

検討することを目的として,研究を行なった。(研究 1,2) 

また母親の行動が,新生児の行動に及ぼす影響をみるために,授乳方法の違いが,新生児の

be-havioral state に及ぼす影響を行動観察により検討した。(研究 3) 


